

























商京都海老屋など）や、 玄透即中以来燻っていました衣体（服装）の問題 袈裟・掛絡（絡子）の環紐の有無をめぐり、嘉永三年（一八五〇）から文久元年（一八六一）まで十二年の長きにわ り、寺社奉行はいうまでもなく、大名・大奥・老中・大老まで巻きこんだ三衣の問題などによって、累積した負債は三万両とも言われて ます。その返済のため、仏殿・本堂（法堂）を除く庫裡・禅堂・経蔵・五院など十七棟余の売却伺書を石川県令宛に提出しています。この「売却目録」と明治二十六年九月の「曹洞宗大本山總持寺全図 （売却後僧堂・東司など再建）および罹災状況を示す「曹洞宗大本山諸嶽山總持寺焼失
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残存区分真図」 （紙背には伽藍の竣工・改修年記録あり）を比較照合しますと、


















































































































た。その詳細については不明ですが 勧募委員長は各宗務支局長（宗務所長） 、勧募委員は寺院住職、勧募委員補は檀家総代を充て、その他に勧募奨励専使、勧募督励員、勧募整理委員ならびに巡回専使なども順次に設け の実を図っています。寄附に対する音
いんもつ
物（贈物）は、勧募に応じた金額により念珠、絡子、安陀衣、法被、扇子、風呂敷



























栗山泰音（總持寺独住八世）の手記に「明治三十五年五月二十八日、鶴見の地理を探検する。六月五日人夫を雇い秘密に巡視す。六月十四日鶴見の件初めて石川に内談す。明治三十六年六月十八日予と石川と鶴見にて地所選定 本山移転決す。七月三日又鶴見に行き加藤海応に本山へ土地献納を極秘に談示す」とありますように 同師と旧知の関係にありました鶴見成願寺住職加藤海応に、本山 土地（境内）献納を談示したことがわかります。それを踏まえて、栗山・石川両師が協議の上、貫首西有禅師に具申し その決断によって總持寺移転地が正式に決定 ま た　
明治三十九年二月二十六日、鶴見成願寺住職加藤海応、檀家総代吉田重五郎をはじめとする八名、同門永昌寺住職





が時運の必要に依り輦轂の附近に別院を建設 るか、或は万一にも転地するの事あるやも難計に付き、予め貴本山の御同意を得置度希望の至りに候」とあるのに対し、 「当本山（總持寺）に於て御同意可申上は当然の儀」としています。また七月二十六日～二十九日における曹洞宗諮詢会、九月五日の直末准直末評定において、鶴見移転につき協議評定され、賛成多数により議決されました。また十二月には持丸兵輔 七十六名の土地売渡人の委任状をとっていますが、その間、伊藤博文・安田善次郎とともに、明治の三傑とされた雨宮敬次郎（山梨県塩山市）も土地買収に資金を斡旋するなど鶴見移転に尽力しています。　　　　
（四）移転反対運動
　








月二十六日、信徒総代には總持寺六百年来の歴史を説き、本山移転は万世不抜の鴻図であるとして同意 求めています。しかし十一月十三日には金沢市公 堂 石川県信徒大会を開き 移転反対を決議して 内務大臣原敬・石川県知事村上義雄、さらには政界の実力者大隈重信などに陳情しています。　
總持寺は十二月四日、石川県信徒大会に関与したとして、信徒総代酒井幹・酒井嘉右衛門・星野保五郎の三人を解
































与を申出たる者ある事、同列本山永平寺の同意を得たる事、末派諮詢会の可決を経たる事（五十五名中賛成四十五名、少数意見として太祖有縁の寺院、永光寺・大乗寺・浄住寺など） 、直末評定の可決を経たる事（百三十一ヶ寺中百十一ヶ寺賛成、十一ヶ寺無住、不着五ヶ寺、条件付（太祖有縁）二ヶ寺 非移転二ヶ寺） 、移転先土地買入の契約を為したる事（敷地三万千百十坪） 、これに成願 境内 一万七千余坪）を加えると四万八千七百八十九坪（十六町二段余）であ 、これに比し門前町の旧地境内は一万七千七百八十八坪（飛地四千三百坪を含む）である事などをあげています。また石川県知事の斡旋も功を奏し、總持寺の鶴見移転は決定的になりました。　
總持寺の鶴見移転が、住民の合意を得て正式に決定しますと、再建予定地の買収が本格的に推進されました。地価
はおよそ坪七十銭から一円三十銭が中心で、中には三円十銭（立木も含む）のものもありました。敷地契約は内金一割にして、残金は登記済みの時点で支払うことに取り決めましたが、内金だけで二千 百十円 受け取った地主もいました。鶴見につい は、 『吾妻鏡』や『新編武蔵風土記稿』 「武蔵国鶴見寺尾郷絵図」 （建武二年）などより、鎌倉時代から知られていました。 た鎌倉建長寺開山蘭渓道隆（一二一三～七八） 『大覚禅師語録』にも、 遊山から帰っての上堂語に「山僧近日建長より鶴見（建長 関係の松蔭寺か）に至る。沿途上下往往皆これ樵夫漁夫」 （原漢文）
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とあり、当時の状況が想起されます。また明治三十九年当時の鶴見は『横浜貿易新報』 （現在の『神奈川新聞』 ）三月二十日の記事によりますと、 「地味豊饒にして禾黍穰々、樹木は繁茂し、清水は湧き、遠く俗塵を隔だて、解脱悟道の霊場となすに適当なる地勢なれば」とあり、現在の鶴見からは想像を絶する地理でした。　
明治三十九年十二月五日、總持寺移転願を石川県および神奈川県知事宛に提出し、四十年三月九日許可されました











































　　 　 　　　　　　　　 　 　 　　 　 　 　　　　　　　　
地方信徒代表者
　　 　　 　 　 　　　
酒井嘉右衛門（印）







































四十一年九月五日石川県知事村上義雄宛移転延期願（四十三年十二月三十日まで）を出すとともに、同十月五日、移転敷地六町四反余を抵当として、仙台市松田新兵衛から工事費六万円 四十三年十二月二十五日まで）を借り入れています。如何に財政的に苦境にあったかがわかり そのような状況の下で 一月七日、仏殿の起工式を挙げていますが、伽藍再建費や用地買収費および別院復興費などについて、 「諸殿堂再建
并
土地設計」として百十九万二十五
















する地域住民の容認を得ると同時に、 用地買収費、 別院（昭和四十四年七月祖院と改称）を含めての再建費や借金など、経済的問題とそれに伴う移転延期など、多くの苦難を克服して、瑩山禅師が終生目指した民衆教化 ため、大英断をもって鶴見移転が決行されました。これ 道元禅師の『御遺言記録』に「それまた世 随い時 随うべし。仏法いずれの地においても所行の勝地となすなり」とあり また 正法眼蔵随聞記』第一・二十にも「只時にのぞみ事に触れて、興法の為利生の為に諸事を斟酌すべきなり」とあります うに、道元禅師の立場にも適うもので 。
